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と で構成した サーバー上に， をデーターベースサーバーとして用いApache PHP Web PostgreSQL

たサーバー・クライアント型の試薬管理システムを構築した．

サーバーを用いることにより，クライアント側には ブラウザーをインストールするだWeb Web

けで，複数の離れた実験室，事務所からネットワークを介して一つのデーターベースにアクセス

することができ，試薬データの一元管理が容易となる．

PostgreSQL Apache PHPキーワード：試薬管理システム， ， ，

はじめに

当保健環境研究部のような自治体の試験研究機関など

では，日常的に多数の試薬類を使用している．その中に

は毒劇物なども少なからず使用しており，特に毒物につ

いては以前より使用簿の作成や施錠のできる金属製の保

管庫に保存するなど，厳重な管理を行ってきた．その他

の試薬についても，各グループごとに，紙ベースや表計

算ソフトなどで独自に在庫管理を行っていた．

平成 年に旧衛生研究所と旧環境科学センターが一11

つになり保健環境研究所（現 保健環境研究部）に移転

した折りに，各課が所有している試薬類のうち，農薬の

標準品や有機化学物質の標準品など微量で高額な試薬

や，使用期限がある試薬などの共同有効利用をはかるた

め，在庫管理を主目的とした，ネットワーク対応のシス

テムを構築した．今回，ＩＳＯ１４００１との関連で，

毒劇物など特定の試薬について 「いつ，だれが，どこ，

で，どれだけ」購入・使用したかといった情報を履歴と

して保存できる機能を付け加えたシステムにバージョン

アップしたので，その概要，使用法などについて報告す

る．

他のシステムとの比較

試薬管理システムとしては，市販品として関東化学

（株） 東北緑化環境保全（株）の「薬品管理支援シス-

テム」 (バージョンアップ版の )やIASO 2000 IASO R4

（株）富士通九州システムエンジニアリングの「薬品管

理システム」 が ，またフリーソフトとして開ChemNavi

発された末永 正彦 氏作の などがある．これらServo 4

のシステムと本システムとを比較すると，表１に示した

ように，ネットワーク対応型でデータベースを一元管理

できるシステムであることや試薬の在庫，購入・使用履

歴を記録するといった基本的な機能を有する点では同じ

と思われるが，それぞれの特長として，

１）本システムは，Ｗｅｂサーバーと連携したサーバ

Hypertextーサイドスクリプト言語であるＰＨＰ (

)で稼働し，クライアントからはＷｅｂブラPreprocesser

ウザーのみでアクセスする方式， もおなじよChemNavi

うにＷｅｂサーバーと連携したサーバーサイドスクリプ

ト言語であるＡＳＰ( )で稼働しＷｅActive Server Pages

ｂブラウザーからアクセスできるが， はＪＡＶServo 4

Ａで記述されたクライアント上のソフトからアクセス

し， はクライアント用のソフトおよびＷｅｂブラIASO

ウザーの両方式でアクセス可能である．
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選択，右上は，データの入力，下は，データを表示する

画面となっている．

メニューは，在庫管理に関する機能（購入(登録)，使

用(廃棄)，修正 ，登録試薬の表示機能（検索，一覧 ，） ）

特定の試薬の履歴表示機能(使用簿)に大別される．

在庫管理に関する機能は，メニュー選択－－グループ

選択および該当試薬の絞り込み－－該当試薬の情報表示

・確定－－必要情報の入力－－データベースへの書込

といった操作で流れていく．特定試薬の履歴表示につい

ても同様に，メニュー選択－－グループ選択および該当

試薬の絞り込み－－該当試薬の情報表示・確定－－使用

簿の表示 と操作していく．なお，履歴情報のデータベ

ースへの書込は，在庫管理操作時に自動的に実行されて

いる．また，使用簿表示時に各グループリーダー別に設

定されたパスワードを入力することで，画面上で確認印

を押印することができる（印は × ビットサイズの32 32

形式で作成した ．GIF ．）

登録試薬の表示機能は，メニュー選択－－グループ選

択－－（検索する品名の入力）－－結果表示 という流

れである．

履歴情報機能(使用簿)は，メニュー選択－－グループ

選択および該当試薬の絞り込み－－該当試薬の情報表示

・確定－－使用簿の表示 という流れになっている．

なお，クライアントの操作フローを図３に示す．

使用法

各グループの事務室，試験室に設置されている庁内Ｌ

ＡＮに接続されたパソコンから，Ｗｅｂブラウザーを起

動し，サーバーのＵＲＬを入力することで，本システム

を利用することができる．

試薬管理システム起動画面（図４）が表示されたら，

左上画面のユーザー名，パスワード欄に使用者名，とパ

スワードを入力し，[ ]ボタンをクリックすると，メlogin

ニューが表示されるので，以後メニューを選択し，それ

ぞれの操作を行う（図５ ．）

図６～ に代表的な画面を示す．10

図６は在庫管理系の該当試薬の絞り込み画面，図７は

同じくデータ入力画面である．

登録試薬の表示機能(検索)の画面である．図８は

図９， は使用簿表示試薬の対象絞り込み画面と使10

用簿表示画面である．

成なお，使用マニュアルについても 形式で作HTML

しＷｅｂサーバー上に置いてあるので，いつでもＷｅｂ

ブラウザーから利用することができる．

サーバーの設定と保守管理

１．データベースの構成

データベースは，各グループ別に登録試薬の情報や在

庫量を記録するテーブルと，全グループにわたり特定の

試薬の履歴を記録するテーブルとに分かれている．リレ



図 ４「試薬管理システム」ログイン画面

左上画面の「ユーザー名 「パスワード」欄に使用者名とパスワードを入力後［ ］ボタンを」 login

押す（ボタンにマウスカーソルを合わせ，マウスの左ボタンをクリックする．以下同じ ）．

図 ５ 「試薬管理システム」メニュー表示画面

ログインが完了すると，左上画面にメニューが表示される ．

以後，メニューを選択しそれぞれの操作を行うことでシステムを利用できる．



図 ６ 在庫管理系 「購入(登録)(対象絞り込み)のページ」画面

メニューから「購入(登録)」を選択すると右上に「購入･登録(対象絞り込み)のページ」画面が表示される．

「グループ名」を選択後 「品名」欄等に入力し(図ではダイアを含む品名を検索しているところ ，[送信]ボタン， ）

を押すと，下画面に対象物質候補が表示される． 「使用(廃棄 」や「修正」を選択した場合は右上画面のペ）

ージ名が変わる．

図 ７ 在庫管理系 「購入(登録)(新規)のページ」画面

図６の絞り込み検索の結果，該当試薬がない場合は，新規登録となり，新規に試薬情報を入力する画面が表

示される．全項目が入力可能となるので，可能な限り情報を入力し ［購入(登録)(新規)］ボタンを押すとデ，

ータベースに登録される．

絞り込み検索の結果，該当試薬があった場合は既登録のデータが表示され 「今回処理数 「有効期限 「登， 」， 」，

録日」が入力可能となる．

「使用(廃棄 」や「修正」を選択した場合は右上画面のページ名が変わるとともに，それぞれに対応した項）

目が入力可能となる．



図８ 登録情報の表示機能 「検索のページ」画面

メニューから「検索」を選択すると右上画面に「検索のページ」が表示される．

グループ名を選択後 「品名」欄に，検索する試薬名（の一部分）を入力し［送信］ボタンを押すと，，

下画面に検索結果が表示される （検索は部分一致である ）． ．

画面では「ア」を含む試薬名を検索している．

図 ９ 毒劇物等使用簿表示の対象絞り込みのページ画面

メニューから「使用簿」を選択すると，右上画面に「毒劇物等使用簿表示の対象絞り込みのページ」が表示

される 「グループ名」を選択後 「各グループ用番号」あるいは「品名」欄等に入力し ［送信］ボタンを押． ， ，

すと，下画面に対象物質が表示される．



図 試薬等使用簿の画面10

図９の下画面の「番号」欄に使用簿を表示させる試薬の番号を入力し［選択］ボタンを押すと別画面に

選択した試薬の使用簿が表示される．

各行右端の確認印欄に，管理担当者(各グループリーダー)の印が押されていない場合は，管理担当者が，

管理担当者別に設定されたパスワードを入力し，[確認]ボタンを押すと，確認印が押された使用簿が表示さ

れる．



ーショナルデータベースという概念からすると，試薬の

基本的情報（品名，規格など）は別のテーブルに作成す

ることで，日本語，英語，慣用名等グループによって表

記が異なっている品名の共通化がはかられるものの，試

薬メーカによって規格がまちまちである事や，本システ

ム旧バージョン作成時のデータでは，共通試薬が少なか

った事などからグループ別にテーブルを作成することに

した．

グループ別のテーブルは，表２に示すように．グルー

プ用番号を に設定し，品名，規格やバーコPrimary Key

ードが同一でも，保管場所が異なっている試薬は別々に

管理できようにしてある．バーコードやカタログ はNo.

メーカーにより数字以外にアルファベット，ハイフンな

どを使用しているので，文字列型を使用している．登録

日は日付型を使用しているが，使用期限には年月だけの

場合を考え文字列型とした．

データは，一つのグループ用番号に最新の情報だけを

保存しているので，新規登録時以外には，登録数は増加

しない．

データベースへのアクセス時はテーブル名と，グルー

プ別番号で目的行を確定している．

履歴用テーブルは，表３に示すような構成になってお

り，一つのテーブルに特定の試薬の履歴を全て記録する

ため，購入(登録)，使用(廃棄)および修正処理をするた

びに登録数は増加していく．

データベースへのアクセス時には，グループ名(グル

ープ番号)と（試薬の）グループ用番号で目的行を選択

している．

２．データベースの保守

データの安全性を確保するためには， およびcron

を設定し，１週間毎に自動的にデータベースのloglotate

バックアップを取り，４週間分程度のバックアップファ

イルをサーバー内に保存するとともに，管理者宛に

でバックアップファイルを送信しておくなどの処E-Mail

理が必要である．なお余裕があれば，サーバーのハード

ディスクを，ホットスワップ対応の， （ミラーリRAID0

ング）構成にするなどハード的にも安全性を確保するこ

とが望ましい．

なお，使用簿ファイルの修正など本システムにはない

機能でも，バックアップファイルを修正し，復元するこ

とで対応できると考える．

３．年度変わり時の保守

年度が変わった時，履歴用テーブルをそのまま使用す

，「 」る場合は 毒劇物等使用簿表示の対象絞り込みページ

表 ２ グループ用テーブルの構造

（ の箇所に各グループの名前が入る）test

表 ３ 履歴用テーブルの構造

(CREATE TABLE "rireki"

グループ名（番号）"gr_name" smallint, --

グループ用番号"gr_no" smallint NOT NULL, --

( ) 品名"hinmei" character varying 100 , --

( ) 規格"kikaku" character varying 40 , --

( ) 特記事項"tokki" character varying 40 , --

( ) 保管場所"hokan" character varying 20 , --

( ) 登録者名"in_name" character varying 20 , --

登録日（購入，使用，修正）"toroku" date, --

購入数量"konyu" numeric, --

使用数量"siyou" numeric, --

在庫数量"zaiko" numeric, --

( ) 単位"tani" character varying 6 , --

( ) 備考"bikou" character varying 40 , --

( ) 管理者確認の有無"kanri" character varying 10 --

(CREATE TABLE "test"

( ) コード番号"bar_code" character varying 15 , --

( ) カタログ番号"cat_no" character varying 15 , --

グループ用番号"gr_no" smallint NOT NULL, --

( ) メーカー名"maker" character varying 20 , --

( ) 品名"hinmei" character varying 100 , --

( ) 規格"kikaku" character varying 40 , --

( ) 特記事項"tokki" character varying 40 , --

( ) 保管場所"hokan" character varying 20 , --

( ) 登録者名"in_name" character varying 20 , --

( ) 有効期限"yuko" character varying 11 , --

登録日（購入，使用，変更）"toroku" date, --

在庫数"zaiko" numeric, --

( ) 単位"tani" character varying 6 , --

開封済み数"kai" smallint, --

( ) 主キーConstraint "test_pkey" Primary Key "gr_no" --

;)



( )のソースファイルの「表示日」の開始年月日yaku7.php

を変更するだけで対応可能である．

しかし，履歴用テーブルのデータが増加し，アクセス

速度が遅くなったと感じたときには，新しい履歴用テー

ブルを作成する必要がある．

それには，データベース用サーバーにログインし，

コマンドで，現データベースのバックアップをpg_dump

， ，とり 次いでエディターでバックアップファイルを開き

履歴用テーブルの構造部分を追加し，旧履歴用テーブル

名および旧履歴用データの保存先を（年度名などに）変

更する．

変更したファイルの内容でデータベースを再構築す

． ，「 」る また 毒劇物等使用簿表示の対象絞り込みページ

( )のソースファイルの「年度選択」に旧年度のyaku7.php

テーブルを選択できるように設定する（表４ ．）

表 ４ 年度替わり時の操作

今後の課題

本システムは部内での利用を前提に作成しているた

め，グループ（使用部署）名やデータ保存用のテーブル

名が随時設定できないなど汎用性に欠けることや，ログ

インパスワードやグループリーダー用パスワードをソー

スファイルに書き込んであるなどセキュリティー上多く

の改良点が存在している また 入力項目のチェック 数． ， （

字入力欄に数字以外の入力があった場合エラー表示と再

入力を促すルーチン）や，入力情報をデータベースへ書

き出す前に，間違いがないかを再確認するルーチン（現

） ，在は注意を促すダイアログを表示している がないなど

pg_dump siyaku siyaku.sql>

エディターで を修正．siyaku.sql

旧履歴用テーブル名を変更（例： ）2003

旧履歴用データのテーブル名も同じものに

変更

新履歴用テーブルを作成

を保存siyaku.sql

dropdb siyaku

createdb siyaku

で新しいデータpsql siyaku -f siyaku.sql

ベース作成

の年度選択リストに旧履歴用テーyaku7.php

ブル名を追加

機能が不十分な点も存在する．

今後は，使用者，パスワードのデータベース管理や使

にバージ用部署の随時登録機能の追加など，機会ある毎

ョンアップをしていく予定である．
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